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< グリーンの定理 1 >

図 1のように反時計まわりに進む単一閉曲線C
に囲まれた領域をDとする。Dの面積を Sと
すると前のページの結果より
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が成り立つ。Sを領域Dにおける 2重積分で表すと
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となる。この式を一般化したい。
図２のように単一閉曲線Cを
C1とC2にわける。Dは
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問 上の式を線積分Z
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を用いて表せ。


